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ホソカワ粉体技術研究所がアンジェス MG の核酸医薬を DDS 用ナノ粒子に封入成功 

炎症性皮膚疾患を対象とした「核酸 DDS 製剤」としての評価を開始 

 

 ホソカワ粉体技術研究所は、アンジェスＭＧから、かねてより生体適合性かつ生体吸収性 

ナノ粒子の中に NFκB デコイオリゴを封入したコンポジットナノ粒子を製作する研究を委嘱 

されていましたが、今回、その封入に成功致しました。 

 

 NFκB デコイオリゴは、アンジェスＭＧが開発した核酸医薬で、皮膚疾患領域への応用として、

アトピー性皮膚炎や乾癬に対する皮膚外用剤としての効果が期待されています。 

 

 アンジェスＭＧは、NFκB デコイオリゴを皮膚内部に送達し、そのアトピー性皮膚炎等に対する

治療効果を高めるべく、ホソカワ粉体技術研究所の DDS 技術の適用を図ったもので、今回、ナノ

粒子への封入が成功したことにより、皮膚疾患への薬理効果の評価を開始致しました。 

 

 NFκB デコイオリゴなどの水溶性核酸医薬品は、これまで PLGA ナノ粒子に封入することが困難 

でしたが、ホソカワ粉技研が独自に開発した「表面修飾型 PLGA ナノ粒子」を用いることで、 

ナノ粒子内部への封入と共に、ナノ粒子表面層への薬剤担持が可能となり、薬物送達効率の向上

を図ることができるものと期待されます。 

 

 今回行われる炎症性皮膚疾患治療を目的とする核酸医薬の経皮 DDS 製剤の事業化検討は、新しい

ナノバイオテクノロジーの可能性を拓くものであり、今後、タンパク質医薬、遺伝子・核酸医薬

などの最先端医療技術への展開が期待されます。 
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